
                             

新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

２
０
１
８
年
を
振
り
返
る
と
、

7
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
、
9
月
に
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
、
10
月
に
は
台
風
24
号
等
、

沢
山
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
今
も
な

お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
々
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

と
と
も
に
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
を
願
っ
て
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
は
平
成
最
後
の
新

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
新
年
に
少
し
だ
け
皆

さ
ん
と
共
に
「
ゼ
ノ
」
少
年
牧
場

に
お
け
る
平
成
の
30
年
間
を
振
り

返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

消
費
税
3
％
が
導
入
さ
れ
た
平

成
元
年
、
ゼ
ノ
の
第
1
号
と
な
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
2
年
は
、
秋
篠
宮
・
紀

子
様
が
御
成
婚
さ
れ
、
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
株
が
大
暴
落
し
た
年
、
こ

の
年
の
11
月
、
第
5
代
目
理
事
長
、

村
田
一
男
氏
が
逝
去
さ
れ
た
年
に

な
り
ま
す
。
平
成
3
年
に
は
、
第

1
回
の
み
ど
り
バ
ザ
ー
を
開
催
、

さ
ら
に
法
人
設
立
30
周
年
の
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
7

年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

「
ゼ
ノ
」
少
年
牧
場
か
ら
も
職
員

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し

ま
し
た
。
平
成
10
年
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法)

が
施
行

さ
れ
た
こ
の
年
の
7
月
に
第
6

代
理
事
長
、
黒
瀬
武
男
氏
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
は
、

「
精
神
薄
弱
」
と
い
う
名
称
が
「
知

的
障
が
い
」
に
改
め
ら
れ
、
神
辺

の
あ
か
つ
き
内
に
無
認
可
作
業
所

バ
ク(

後
の
ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
・
バ

ク)

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
12

年
、
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
た

年
に
「
ゼ
ノ
」
や
ま
び
こ
学
園
が

児
者
転
換
を
実
施
し
、
成
人
部

(

50)

と
児
童
部(

20)

と
な
り
ま

す
。
平
成
14
年
に
は
社
会
就
労
セ

ン
タ
ー
わ
か
ば(

現
ゆ
め
の
木
・
わ

か
ば)

を
開
設
し
、
平
成
15
年
に
は

翠
ヶ
丘
成
人
寮
が
廃
園
に
な
る
と

同
時
に
「
ゼ
ノ
」
な
ご
み
の
家
を

開
設
し
、
翌
年
平
成
16
年
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
・
バ
ク
が
認
可
施
設

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。 

平
成
18
年
、
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
平
成
20
年
に
は

「
ち
と
せ
保
育
園
」
と
「
松
尾
保

育
園
」
を
統
合
し
「
ゆ
め
な
保
育

園
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
平
成
22
年

に
は
「
ゼ
ノ
」
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
未
来
と

輝
を
開
設
し
ま
し
た
。
平
成
22
・

23
年
の
2
カ
年
で
「
ゼ
ノ
」
や
ま

び
こ
学
園
の
建
物
を
全
面
改
修
し

ま
し
た
。
平
成
24
年
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
竣
工
し
た
年
、
創
立

50
周
年
の
記
念
式
典
と
コ
ン
サ
ー

ト(

綾
戸
智
恵
様)

を
開
催
し
、
放

課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
ぷ
く
ぷ
く
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
6
月
、
第
7
代
理
事

長
、
縄
手
建
氏
が
逝
去
さ
れ
、
平

成
27
年
、
福
山
市
立
松
永
東
保
育

所
の
法
人
移
管
を
受
け
ま
し
た
。 

 

平
成
最
後
の
年
と
な
る
現
在
は
、

ゼ
ノ
で
30
番
目
と
な
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
建
設
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。 

 

多
く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
事

業
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た

平
成
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
々

で
地
域
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
こ
と
を
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。 

 

本
年
は
、
亥 

(

猪) 

年
。
無
病

息
災
の
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
・
職
員
一
同
、
そ
し
て
、

関
係
者
の
皆
様
が
健
康
で
幸
せ
な

一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

て
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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新
年
の
挨
拶 

「
ゼ
ノ
」
少
年
牧
場 

理
事
長 

寳
子
丸 

周
吾 

 



２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度 

法
人
内
部
監
査
の
実
施 

経
営
企
画
室 

室
長 

渡
辺 

博
愛 

は
じ
め
に 

法
人
内
部
監
査
も
今
年
度
で
4

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
1
回
目

を
実
施
し
た
２
０
１
５
年
度
か
ら

比
較
し
て
も
法
人
の
規
模
（
実
施

事
業
や
職
員
数
な
ど
）
は
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
今
年
度
は
障
が
い
福
祉
関

係
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
は
3

年
に
1
回
の
報
酬
体
系
の
見
直
し

が
あ
り
、
今
回
の
監
査
は
昨
年
度

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
基
本
に
、
そ

こ
に
改
定
・
追
加
さ
れ
た
基
準
や

要
件
を
加
え
る
形
で
チ
ェ
ッ
ク
項

目
を
整
理
し
ま
し
た
。 

以
下
、
今
年
度
の
当
法
人
に
お

け
る
内
部
監
査
に
つ
い
て
、
簡
単

に
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

１
．
内
部
監
査
の
概
要 

■ 

実
施
期
間 

⑴ 

２
０
１
８
年
9
月
13
日

か
ら
9
月
28
日
ま
で
の

う
ち
6
日
間
実
施 

 

⑵ 

計
23
か
所
の
施
設
・
事
業

所
（
法
人
本
部
を
含
む
）

昨
年 

度
よ
り
3
か
所
増 

※ 

指
摘
事
項
が
あ
っ
た
施

設
・
事
業
所
は
、
す
べ
て

法
人
の
所
定
様
式
に
沿
っ

て
改
善
報
告
書
を
提
出 

 

２
．
監
査
体
制 

■ 

経
営
企
画
室
メ
ン
バ
ー

（
管
理
者
2
人
、
事
務
局

長
、
事
務
局
員
2
人
）
を

中
心
に
実
施 

■ 

1
施
設
・
事
業
所
に
つ
き
、

事
業
監
査
1
～
2
人
、
会

計
監
査
1
～
2
人
の
体

制
で
実
施 

 

３
．
立
会
者 

■ 

監
査
を
受
け
る
施
設
・
事

業
所
の
管
理
者
、
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
、
主
任
、

事
務
員 

 

４
．
監
査
で
の
指
摘
項
目 

 

⑴ 

法
人 

 
 

 

銀
行
印
保
管
責
任
者
や
苦

情
解
決
責
任
者
の
任
免
通

知
書
の
未
発
行
あ
り
、
理

事
会
・
評
議
員
会
議
事
録

に
字
句
の
変
換
ミ
ス
あ
り 

 

⑵ 

会
計
処
理
関
連 

 
 

 

固
定
資
産
物
品
へ
の
固
定

資
産
管
理
シ
ー
ル
の
未
貼

付
、
物
品
購
入
稟
議
書
の

物
品
購
入
後
で
の
提
出
あ

り
、
業
務
委
託
契
約
書
等

の
未
整
理
あ
り
、
現
金
の

施
設
・
事
業
所
内
金
庫
へ

の
長
期
保
管
（
1
か
月
程

度
）
の
実
態
あ
り
、
預
か

り
金
の
丁
寧
な
帳
簿
や
証

憑
書
類
の
整
理
に
努
め
る

こ
と
、
複
数
の
人
間
に
よ

る
手
元
現
金
の
残
高
確
認

実
査
に
不
十
分
さ
あ
り 

 

⑶ 

施
設
・
事
業
所
運
営 

重
要
事
項
説
明
書
内
の
利

用
料
の
額
が
以
前
の
報
酬

額
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、

受
給
者
証
別
冊
の
事
業
所

印
の
未
押
印
あ
り
、
身
体

拘
束
の
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
が
不
十
分
、
同
じ
く 
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身
体
拘
束
に
関
す
る
同
意

書
の
取
得
漏
れ
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
で
入
居

さ
れ
る
際
の
金
品
・
物
品

の
預
り
証
の
利
用
者
・
保

護
者
へ
の
発
行
漏
れ
あ
り
、

職
員
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
打

刻
漏
れ
あ
り
、
消
防
設
備

等
の
自
主
点
検
の
実
施
期

日
が
過
ぎ
て
い
る
事
業
所

あ
り
等 

 

以
上
が
主
な
指
摘
事
項
で
す
。

こ
の
内
部
監
査
後
に
複
数
の
施

設
・
事
業
所
で
行
政
監
査
が
実
施

さ
れ
、
い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い

て
は
修
正
・
改
善
が
図
れ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
内
部
監
査
自

体
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
微
に

入
り
細
に
入
り
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク

し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え

な
い
の
が
正
直
な
所
で
す
。 

 

５
．
最
後
に 

当
法
人
で
は
、
国
の
指
針
に
従

う
と
次
年
度
よ
り
外
部
監
査
を
導

入
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
11

月
に
国
よ
り
発
出
さ
れ
た
通
知
で
、

当
法
人
規
模
で
の
外
部
監
査
の
導

入
は
延
期
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
あ
く
ま
で
も
延
期
な
の
で

い
つ
か
は
導
入
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

当
法
人
で
は
す
で
に
外
部
監
査

人
の
選
任
を
済
ま
せ
、
次
年
度
よ

り
外
部
監
査
を
受
け
る
流
れ
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
通
知
に
よ

り
、
現
段
階
で
は
導
入
義
務
ま
で

の
間
は
「
本
格
導
入
前
の
事
前
監

査
（
プ
レ
監
査
）
」
を
受
け
、
本
格

導
入
の
時
期
に
備
え
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
11
月
に
選
任
さ
れ
た
監

査
人
に
よ
る
現
状
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
受
け
ま
し
た
。
外
部
監
査
人
に

よ
る
監
査
項
目
は
大
き
く
24
区
分

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
「
情

報
管
理
の
現
状
」
、
「
現
在
策
定
さ

れ
て
い
る
規
程
以
外
で
新
た
に
作

成
が
必
要
な
も
の
」
、
「
業
務
手
順

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
」
な

ど
に
つ
い
て
確
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
前
述
の
24
区
分

の
ほ
ん
の
一
握
り
の
も
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
現
状
確
認
に
要
し
た
時

間
は
約
4
時
間
と
い
う
密
度
の
濃

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
次
年
度
も
含
め
て
じ

っ
く
り
と
事
前
監
査
を
受
け
て
い

き
ま
す
が
、
プ
レ
監
査
は
主
に
事

務
局
・
私
で
受
け
な
が
ら
、
そ
こ

で
の
指
摘
事
項
を
理
事
会
・
評
議

員
会
・
施
設
長
会
へ
報
告
、
必
要

な
修
正
・
改
善
の
実
施
と
い
う
流

れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
内
部
監
査
も

含
め
て
法
人
全
体
で
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の

構
築
、
そ
の
根
本
と
な
る
各
施

設
・
事
業
所
で
の
意
識
の
向
上
、

実
際
の
処
理
の
適
正
化
に
繋
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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暖
冬
と
は
い
え
、
毎
日
厳
し
い

寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
春
を
迎

え
る
準
備
を
ゼ
ノ
の
山
々
も
じ
っ

と
耐
え
な
が
ら
そ
の
時
を
待
っ
て

い
ま
す
。 

 

平
成
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し

と
な
り
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
、

社
会
情
勢
や
様
相
も
私
た
ち
が
想

像
す
る
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
に

限
ら
ず
、
労
働
人
口
の
減
少
に
お

い
て
、
出
入
国
管
理
法
改
正
な
ど
、

外
国
人
労
働
者
の
必
要
性
と
受
け

入
れ
る
た
め
の
環
境
作
り
の
た
め

の
議
論
が
国
会
に
お
い
て
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
わ
が
法
人
で
は
、
人
財

企
画
室
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

た
法
人
職
場
説
明
会
や
合
同
職
場

説
明
会
等
な
ど
の
学
生
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
地
道
に
続
け
る
な
か
、

２
０
１
９
年
度
採
用
の
内
定
者
は

12
名
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
希
望
を
持
っ
て
入
職
し
て

く
る
新
社
会
人
の
皆
さ
ん
を
ど
の

よ
う
に
仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
て

い
く
か
が
、
次
に
つ
な
が
る
一
つ

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
10
月
6

日
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
社
会
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す

る
学
生
を
対
象
に
法
人
内
定
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
内
定
式

に
は
、
12
名
の
学
生
が
出
席
し
、

理
事
長
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
、
内

定
証
書
の
授
与
、
内
定
代
表
者
の

挨
拶
な
ど
を
順
次
行
い
、
最
後
に

職
員
代
表
者
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。 

 

人
財
企
画
室
メ
ン
バ
ー
が
職
員

を
代
表
し
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か

い
挨
拶
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
１
９
年
3
月 

卒
業
ま
で

の
間
、
学
生
生
活
に
お
い
て
可
能

な
限
り
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
積

ん
で
、
春
を
迎
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

                                        

                                        

                                        

平
成
31
年
度 

採
用
者
内
定
式
を
開
催 

人
財
企
画
室 

室
長 

原
口 

真 

 

内定者の皆様、本日は誠におめでとうございます。 

フレッシュでやる気に満ち溢れた皆さんをわが法人に迎え入れることが出来て大変うれしく思っておりま

す。私も五年前新人職員の時代がありました。大人としてまだまだ未熟な自分が社会人として通用するのか

不安とそして緊張で一杯でした。きっとみなさんも今緊張で一杯だと思います。しかし、ゼノには優しくて

個性豊かな職員が沢山います。きっとその方々がしっかりアシストしてくれるのでみなさんの力を十分発揮

できるかと思います。安心して下さいね。 

 ゼノの法人理念で「明日を信じ限りなき前進をしよう」があります。私たち職員は利用者や子供たちの可

能性を引き出せるよう寄り添い、粘り強く毎日支援を行っています。皆さんもそういった職員になっていた

だけたらと思います。ゼノには若手の皆さんも活躍できる機会がたくさんあります。失敗を恐れず何事にも

チャレンジしてみてください。不慣れな業務をこなすことはとても不安ではあるかと思いますが、成し遂げ

た後の達成感はとても気持ちが良いものです。成し遂げることにより今後の自信に繋がりますし、また反省

点等は今後の業務にとても役に立ちます。しかし、そういった中で時に壁にぶつかることもあるかと思いま

す。そんな時は諦めずに先輩に相談をしてみて下さい。一人で抱え込まないでくださいね。積極的に動いて

くれている人を先輩方は決して見放しません。みんなで協力し合いながらよりよいゼノ少年牧場を創り上げ

ていきましょう。 

以上、簡単ではございますが、歓迎の言葉とさせていただきます。みなさんと４月から一緒に働けるのを

楽しみにしています。また、このあとの懇親会でも楽しい企画を用意していますので楽しんで帰ってくださ

い。ありがとうございました。 

                               ゆめの木・わかば 川上成弥 
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１０
月
６
日
に
当
事
業
所
が
地
域

の
方
か
ら
無
償
で
お
借
り
し
て
い

る
田
ん
ぼ
を
利
用
し
、
稲
刈
り
体

験
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
中
条
保
育
所
の
園
児
・

先
生
方
、
地
元
の
有
志
の
皆
さ
ま
、

あ
か
つ
き
の
方
々
と
共
に
、
総
勢

２８
人
で
行
な
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
事
は
当
事
業
所
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や

地
域
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
で
４
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
春
の
田

植
え
体
験
に
引
き
続
き
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

安
全
を
考
慮
し
て
園
児
さ
ん
２

人
と
職
員
１
人
の
チ
ー
ム
を
作
り
、

い
ざ
稲
刈
り
の
開
始
で
す
。
ま
ず

は
職
員
が
稲
刈
り
の
手
本
を
見
せ
、

園
児
さ
ん
に
鎌
を
渡
し
て
手
添
え

で
一
緒
に
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。

徐
々
に
慣
れ
て
鎌
捌
き
も
上
達
し

て
き
た
の
で
、
職
員
が
見
守
り
な

が
ら
園
児
さ
ん
に
１
人
で
刈
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
さ
ん
は
、

「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？
あ
っ
、

こ
れ
に
す
る
！
」
と
活
き
活
き
と

し
た
表
情
で
次
々
と
稲
を
刈
り
取

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
事

業
所
の
利
用
者
さ
ん
が
、
園
児
さ

ん
に
「
こ
う
、
ひ
く
ん
よ
」
と
鎌

の
使
い
方
を
教
え
て
あ
げ
て
い
る

微
笑
ま
し
い
場
面
も
あ
り
、
職
員

の
表
情
も
自
然
と
緩
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

園
児
さ
ん
が
、「
こ
の
お
米
、
私

た
ち
食
べ
ら
れ
る
の
？
」
と
聞
い

て
こ
ら
れ
た
た
め
、「
精
米
で
き
た

ら
保
育
園
に
持
っ
て
行
く
か
ら
給

食
の
先
生
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
ね
」

と
伝
え
る
と
、「
や
っ
た
～
！
そ
れ

じ
ゃ
あ
、
も
っ
と
や
る
！
」
と
俄

然
や
る
気
を
出
し
て
大
活
躍
。
田

ん
ぼ
内
を
稲
を
担
い
で
何
度
も
往

復
す
る
園
児
達
の
姿
に
背
中
を
押

さ
れ
、
職
員
や
地
域
の
方
の
作
業

ペ
ー
ス
も
上
が
り
予
定
通
り
稲
刈

り
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
秋
晴
れ
の
暖
か
な

日
差
し
の
中
で
、
黙
々
と
稲
刈
り

を
さ
れ
る
方
、
職
員
や
園
児
・
地

域
の
方
と
の
談
笑
を
楽
し
み
な
が

ら
稲
刈
り
を
さ
れ
る
方
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
稲
刈
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
て
い
ま
し
た
。 

 

稲
刈
り
を
通
し
て
、
地
域
の
方

と
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
や
、

何
よ
り
、
無
事
に
お
米
が
収
穫
で

き
た
こ
と
の
喜
び
を
噛
み
し
め
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ

た
お
米
『「
ゼ
ノ
」
の
風
』
は
、
１２

月
ご
ろ
よ
り
一
般
販
売
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
是
非
一
度
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。 

                   

                                        

                                        

第
４
回 

稲
刈
り
体
験
会 

ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
・
バ
ク 

目
標
工
賃
達
成
指
導
員 

桒
田 

典
征 
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第
３０
回
み
ど
り
バ
ザ
ー 

～
あ
り
が
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
共
に
！
～ 

実
行
委
員
長 

藤
本 

良 

 

平
成
３０
年
１１
月
４
日
（
日
曜
日
）

快
晴
。
多
く
の
方
々
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
節
目
と
な
る
第
３０
回
み

ど
り
バ
ザ
ー
を
、
沼
隈
サ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
桜
色
か
ら
若
葉
色
へ

と
季
節
が
移
ろ
い
ゆ
く
５
月
、
何

年
も
の
歴
史
あ
る
法
人
行
事
の
実

行
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、「
み
ど
り

バ
ザ
ー
？
」「
実
行
委
員
長
？
」「
３０

回
目
？
」
と
頭
の
中
で
様
々
な
ワ

ー
ド
が
駆
け
巡
り
、
責
任
あ
る
役

割
を
任
さ
れ
た
嬉
し
さ
と
私
に
務

ま
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
を

同
時
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、「
３０

回
の
節
目
で
あ
る
」
と
お
聞
き
し

た
時
、
３０
年
前
、
私
が
ま
だ
中
学

生
で
、
当
時
の
官
房
長
官
だ
っ
た

小
渕
恵
三
元
総
理
大
臣
が
「
平
成
」

と
書
か
れ
た
新
年
号
を
掲
げ
て
い

た
ニ
ュ
ー
ス
が
頭
に
浮
か
び
、
時

の
速
さ
と
み
ど
り
バ
ザ
ー
の
歴
史

を
強
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。 

こ
の
み
ど
り
バ
ザ
ー
が
始
ま
っ

た
経
緯
は
、
現
在
の
「
ゼ
ノ
」
な

ご
み
の
家
の
前
身
で
あ
っ
た
翠
ヶ

丘
成
人
寮
の
利
用
者
が
、
地
域
生

活
を
体
験
す
る
施
設
、
す
み
れ
の

お
家
を
作
る
為
に
始
ま
っ
た
行
事

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
で
き
、
み
ど
り
バ
ザ
ー
の
目

的
も
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場

や
福
祉
啓
発
・
社
会
貢
献
へ
と
変

化
を
し
て
参
り
ま
し
た
。「
あ
り
が

と
う
！
こ
れ
か
ら
も
共
に
！
」
こ

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
想
い
と
、
こ
れ

か
ら
先
も
共
に
手
を
取
り
合
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
未
来
志
向
や
共

生
社
会
の
実
現
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

込
め
て
実
行
委
員
一
同
で
決
定
し

ま
し
た
。 

 

今
回
の
み
ど
り
バ
ザ
ー
で
は
、

例
年
実
施
し
て
き
た
ス
テ
ー
ジ
・

模
擬
店
・
日
用
品
バ
ザ
ー
に
加
え
、

「
ゼ
ノ
ギ
ネ
ス
結
」
と
題
し
て
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
に
リ
ボ

ン
を
結
ん
で
い
た
だ
き
１
０
０
０

本
を
一
緒
に
目
指
す
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
開
始
序
盤
は
中
々

リ
ボ
ン
の
数
が
増
え
ず
、
記
録
達

成
に
は
程
遠
い
状
況
で
し
た
が
、

実
行
委
員
だ
け
で
な
く
利
用
者
と

一
緒
に
来
て
い
た
職
員
の
皆
様
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
千
年
中
学
校
の
生
徒

様
の
懇
親
的
な
協
力
に
よ
り
、
見

事
１
０
０
０
本
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に

実
施
し
た
み
ど
り
バ
ザ
ー
の
映
像

を
流
し
、
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た

方
々
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 こ

の
行
事
を
振
り
返
り
、「
ゼ
ノ
」

少
年
牧
場
が
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
第
３０
回
み
ど
り

バ
ザ
ー
実
施
に
御
協
力
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
々
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
共

に
！ 
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ゆ
め
な
で
は
毎
年
夏
か
ら
、
戦

争
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、

保
育
教
諭
か
ら
話
を
聞
き
、
戦
争

に
つ
い
て
知
っ
た
り
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
年
長
児
ク
ラ
ス
は
、
絵

本
を
読
ん
だ
り
、
平
和
の
歌
を
歌

っ
た
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
方
法
で

戦
争
に
つ
い
て
伝
え
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
今
年
の
１０
月
、
自
分
の

目
で
見
て
触
れ
て
、
戦
争
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
広
島
へ

平
和
学
習
に
出
か
け
ま
し
た
。
原

爆
ド
ー
ム
の
前
を
通
っ
た
時
「
こ

れ
は
な
ん
で
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
？
」

と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
建

物
は
昔
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
こ

と
、
こ
の
建
物
の
上
で
原
爆
が
爆

発
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
ん
な
悲
し
い

こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
残
し

て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

現
地
を
訪
れ
る
前
、
広
島
で
の

平
和
学
習
は
必
要
な
の
か
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
原
爆
で
被
災
し
た
現

場
や
、
遺
留
品
を
み
て
、
子
ど
も

た
ち
の
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
、
そ
こ
ま
で
し

て
行
く
べ
き
な
の
か
と
。
し
か
し
、

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
、
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
に
悲
し
い
歴
史
を
ま

っ
す
ぐ
見
て
く
れ
ま
し
た
。
平
和

記
念
資
料
館
で
、
小
さ
な
折
鶴
が

展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
子
ど
も
た
ち
。「
あ
！
さ
だ
こ
さ

ん
の
お
り
づ
る
か
な
？
」「
お
り
き

っ
て
な
い
の
も
あ
る
よ
。
」
「
げ
ん

き
に
な
り
た
い
っ
て
、
な
く
な
る

ま
で
ず
っ
と
お
り
つ
づ
け
て
た
ん

だ
・
・
・
」
と
興
味
深
そ
う
に
、

そ
し
て
真
剣
に
会
話
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
、「
あ
ぁ
、
来
て
良
か

っ
た
・
・
・
」
と
、
感
じ
ま
し
た
。

今
ま
で
絵
本
の
中
の
世
界
で
あ
っ

た
「
戦
争
」
が
、
本
当
に
あ
っ
た

こ
と
な
の
だ
と
気
づ
く
こ
と
が
出

来
た
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

確
か
に
戦
争
と
い
う
悲
し
い
出
来

事
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
こ
の
日
見
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

欲
し
い
と
強
く
願
い
ま
し
た
。 

戦
争
は
、
国
と
国
と
の
ケ
ン
カ
。

子
ど
も
た
ち
も
友
だ
ち
と
の
間
で

ケ
ン
カ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
み
た
り
、
思
い
や
り
の
心

を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
援
助
し
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
心
の
「
平
和
」
に
繋
が

っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

                

                                        

                                        

「
平
和
学
習
」 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

ゆ
め
な 

保
育
教
諭 

北
岡 

沙
織 
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今
年
度
の
や
ま
び
こ
学
園
、
な

ご
み
の
家
の
権
利
擁
護
委
員
会
合

同
研
修
と
し
て
、
視
覚
に
障
害
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
活
動
や
後
進
国
の
視
覚
障
害
者

の
手
術
費
用
、
将
来
自
立
で
き
る

よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
を
習

得
す
る
学
校
を
設
立
す
る
等
の
援

助
活
動
も
さ
れ
て
い
る
竹
内
昌
彦

先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

な
ご
み
の
家
の
権
利
擁
護
委
員

会
の
今
年
度
の
目
標
は
、『
な
ご
み

の
家
か
ら
権
利
擁
護
を
発
信
す
る
』

と
い
う
も
の
で
、
年
度
当
初
か
ら
、

地
域
に
発
信
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
幼
少
期
に
視
覚
障
害
者

と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り

越
え
、
障
害
者
の
権
利
を
訴
え
て

お
ら
れ
る
竹
内
昌
彦
先
生
の
情
報

を
得
て
、
直
接
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
快
く
お
受
け
く
だ
さ
り
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
を
利
用
し
、
奥
組
地

区
の
地
域
の
み
な
さ
ん
や
近
隣
地

域
の
小
中
学
校
の
職
員
さ
ん
に
も

研
修
の
案
内
を
配
布
し
参
加
を
募

り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、「
い
い
話

だ
っ
た
。
」
「
涙
が
で
そ
う
に
な
っ

た
。
」
と
い
う
声
が
聞
け
ま
し
た
。 

全
体
で
６７
名
の
参
加
と
な
り
、

当
事
者
の
強
い
思
い
が
伝
わ
り
涙

す
る
方
も
多
く
、
と
て
も
実
に
な

る
研
修
に
な
っ
た
と
確
信
が
も
て

ま
し
た
。 

先
生
の
書
籍
の
言
葉
か
ら
『
こ

れ
を
読
ん
で
価
値
観
の
広
が
り
や
、

い
ろ
い
ろ
な
人
生
へ
の
優
し
い
ま

な
ざ
し
へ
と
つ
な
が
る
と
し
た

ら
・
・
・
』
と
あ
り
ま
す
。
今
回

参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
に
も
是

非
い
つ
か
聞
い
て
ほ
し
い
講
演
で

あ
り
ま
し
た
。 

      

                                        

                                        

                                        

権
利
擁
護
研
修 

『私
の
歩
ん
だ
道 

見
え
な
い
か
ら
見
え
た
も
の
』 

「
ゼ
ノ
」
な
ご
み
の
家 

横
山 

友
子 

 
 

 
 

 

≪プロフィール≫ 

講師 竹内 昌彦 先生 

幼少期に失明し全盲になられる。岡山県立岡山盲学校の元教諭。 

在職中から各地で「いじめ」や「命の大切さ」をテーマに講演活動を行う。 

その数は２０年間で２０００回以上。聴衆はのべ２０万人を超えている。「途上国の

視覚障害者にもマッサージを勉強できる機会を与えて自立を支援したい！」との思

いから２０１１年モンゴルに盲学校を設立。２０１５年にはキルギスにも設立した。 

２０１６年、それらの盲学校に希望で集まって来る子供たちの中に、手術をすれば

見えるようになる子供たちがたくさんいることに気付き、手術費用を集めるために

「ヒカリカナタ基金」を設立されている。 
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平
成
30
年
12
月
5
日
（
水
）

放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ら
い
ず
に
て
「
思
春
期
に
お

け
る
性
の
問
題
・
支
援
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
内
部
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

研
修
会
講
師
に
岡
山
県
立
西
備

支
援
学
校
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
伊
達
寿
江
先
生
を
お
招

き
し
、
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
様
々

な
事
業
所
と
も
共
有
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
研
修
会
に
つ
い
て
案

内
を
さ
せ
て
頂
き
、
井
原
市
、
福

山
市
、
真
備
町
、
浅
口
市
の
10
事

業
所
か
ら
29
名
が
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
を
開
催
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
ら
い
ず
ス

タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
思

春
期
の
男
女
の
距
離
感
を
伝
え
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
議
論
か
ら
で
し
た
。
以
前
保

護
者
向
け
に
伊
達
先
生
が
性
教
育

に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
て
い
た
事

が
あ
っ
た
為
、
支
援
者
向
け
に
研

修
を
し
て
頂
け
る
か
ど
う
か
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
「
ぜ
ひ
や
り
ま
し

ょ
う
」
と
快
諾
し
て
頂
き
、
研
修

会
を
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

講
演
の
中
で
、
性
教
育
は
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
切
り
離
す

事
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
性

教
育
と
は
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
、

生
き
方
の
教
育
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
子
ど

も
期
前
半
～
10
年
小
学
校
低
学

年
・
子
ど
も
期
後
半
～
15
年
思
春

期
・
青
年
期
・
更
年
期
～
老
年
期
）

に
合
わ
せ
た
性
に
つ
い
て
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
生
活
の
中
で
充
足
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
子

ど
も
期
前
半
は
「
あ
わ
て
ず
、
あ

せ
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
わ
る
事
。
思
春
期
に

は
「
叱
ら
ず
、
禁
止
せ
ず
、
ル
ー

ル
を
教
え
る
」
と
い
う
性
的
欲
求

の
肯
定
を
し
て
い
く
事
。
な
に
よ

り
大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
」

性
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く
事
の
大

切
さ
を
講
演
の
中
で
学
ぶ
事
が
出

来
ま
し
た
。 

講
演
の
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
為

に
も
学
校
の
先
生
と
も
積
極
的
に

連
携
し
て
ほ
し
い
と
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
性
に
つ
い
て
は
常
に

向
き
合
う
課
題
で
あ
り
、
な
か
な

か
触
れ
る
こ
と
の
な
い
テ
ー
マ
で

し
た
が
、
家
庭
・
学
校
・
事
業
所

が
連
携
し
同
じ
方
向
を
向
い
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
事
の

大
切
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。 

                   

                                        

                                        

思
春
期
に
お
け
る
性
の
問
題
・支
援
に
つ
い
て
の
研
修
会
開
催 

放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ら
い
ず 

管
理
者 

吉
田 

崇 
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書
籍
紹
介 ゆ

め
の
木
・わ
か
ば 

管
理
者 

山
根 

慎
太
郎 

 

タ
イ
ト
ル
：
「
発
達
障
害
は
少
年
事
件
を
引
き
起
こ
さ
な
い
」 

著
者
： 

 
 

精
神
科
医 

高
岡 

健 

発
行
： 

 
 

明
石
書
店 

 

～
寝
屋
川
市
教
職
員
殺
傷
事
件
～ 

 
 
 

２
０
０
５
年
2
月
14
日
…
小
学
校
に
包
丁
を
持
っ
た
少
年
が
侵
入
し
、
教
師
ら
３
人
を
殺
傷
し
た
。
逮
捕
さ
れ
た
少
年
は

同
小
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
…
。
こ
の
少
年
は
精
神
鑑
定
に
お
い
て
広
汎
性
発
達
障
害
を
有
し
て
い
る
と
診
断
さ
れ
、
弁
護

側
は
「
事
件
前
の
対
人
関
係
の
中
で
空
虚
で
特
殊
な
心
理
状
態
に
陥
り
、
人
に
危
害
を
加
え
る
空
想
の
影
響
で
「
刺
す
」
と

い
う
言
葉
に
か
ら
れ
、
言
葉
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
犯
行
へ
と
導
い
た
」
と
主
張
し
た
。 

  
 
 

本
書
で
は
発
達
障
害
を
有
し
て
い
る
と
診
断
さ
れ
た
１０
件
の
少
年
犯
罪
を
紹
介
し
つ
つ
、
事
件
の
原
因
は
決
し
て
発

達
障
害
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
『
経
済
的
貧
困
と
関
係
性
の
貧
困
が
生
ん
だ
社
会
問
題
』
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

 
 
 

寝
屋
川
で
起
き
た
事
件
も
発
達
障
害
の
診
断
に
よ
り
、「
障
害
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
本
来
見
え
た
は
ず
の
事
件

の
原
因
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
事
件
の
原
因
と
さ
れ
る
べ
き
家
庭
で
の
居
場
所
の
無
さ
や
、
い
じ
め
に
よ
る
学

校
へ
の
不
信
と
い
っ
た
重
要
な
背
景
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
に
、
著
者
は
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。 

 
 
 

事
件
直
後
の
少
年
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
ら
の
内
面
と
生
き
づ
ら
さ
の
背
景
を
語
る
言
葉
を
持
ち
得
て
お
ら
ず
、

だ
か
ら
こ
そ
、
見
え
な
い
何
か
に
対
し
て
の
絶
望
や
復
讐
を
事
件
と
い
う
形
で
現
わ
し
て
い
た
。
障
害
の
有
無
の
前
に
、

自
己
の
確
立
が
未
発
達
な
少
年
の
歩
ん
で
き
た
背
景
に
な
ぜ
焦
点
を
当
て
な
い
の
だ
ろ
う
か
…
。 

少
年
と
は
、
そ
の
社
会
の
時
代
の
矛
盾
を
背
負
う
が
故
に
、
つ
ね
に
時
代
を
象
徴
す
る
存
在
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
個

と
し
て
の
要
因
で
は
な
く
、
社
会
と
し
て
の
背
景
を
捉
え
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

著
書
の
中
で
こ
こ
に
登
場
す
る
少
年
達
の
生
き
辛
さ
を
知
り
、
か
み
し
め
る
な
か
、
支
援
員
と
し
て
の
私
が
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
今
起
こ
っ
て
い
る
問
題
だ
け
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
目
の
前
に
い
る
「
人
」
そ
の

も
の
を
広
く
捉
え
、
決
し
て
偏
っ
た
見
方
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
背
景
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、

そ
の
人
の
将
来
を
計
画
し
て
い
く
事
は
出
来
な
い
と
い
う
事
を
こ
の
本
を
通
じ
て
学
び
、
紹
介
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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指定障害福祉サービス事業所 

ＪＯＢプラスはんど 
 

 

自分の手（はんど）で働いて（Job）作ったモ

ノを、皆様の手（はんど）にお届けし、喜ん

で頂きたい。そんな「働く」を支える事業所

を目指しています。 

  
多機能型事業所（生活介護事業・就労継続支援事業 B型） 

 
〒720-0311 広島県福山市沼隈町草深２１３３番１ 

Tel（084）980-7002  Fax（084）987-5565 

E-mail:hand@zeno.or.jp 

 



あしあと 
          

ご寄附・ご寄贈 
 

こばと園保護者会 

その他、各施設の保護者様、法人役職員関係者の皆

様より頂いております。 
 

各施設行事     
■法人････････････････････････（10～12月） 
10/ 6 2019年度採用予定者内定式 
11/ 4 第 30回みどりバザー 
11/17 バラ園整備 
12/ 1 採用試験・登用試験 
12/ 7 第 3回理事会 
■「ゼノ」やまびこ学園児童部･･・（10～12月） 
10/ 7 選択行事「釣り」 
10/ 8 選択行事「果物狩り」 
10/22 ハロウィンパーティ  
10/28 選択行事「遊園地」 場所：みろくの里   
11/ 4 みどりバザー  
12/ 2 もちつき大会（学園面会日） 
12/16 2Ｆユニット行事「バーベキュー」 
12/22 クリスマス会 
■「ゼノ」やまびこ学園成人部･･･（10～12月）  
 10/ 7 ひまわり自治会「秋祭り」 
10/13 ひまわり調理活動 

「たこ焼き・フルーツポンチ」 
10/18～19 てんま藤則さん個別旅行「大分県」 
10/24 通所木精生活介護行事「マザーベアー」 
10/26 てんま生活介護行事「レオマワールド」 
10/26 ひまわり生活介護行事「おもちゃ王国」 
10/28 てんま自治会「なべ会」 
11/ 4 みどりバザー 
11/15 てんま自治会「昼食外食」 
11/19 てんま生活介護行事「仙酔島」 
11/19～25 日中活動木精 

倉敷個展（ギャラリー十露） 
11/29～30 てんま個別旅行「長嶋スパーランド」 
11/30 ひまわり生活介護行事「福山動物園」 
12/ 2 やまびこ学園もちつき大会 
12/13 てんま生活介護行事「仁淀川」 
12/15 通所木精生活介護行事 

「ランチと美観地区散策」(倉敷市) 
12/18 日中活動木精 暁の星交流会 
12/20 てんま「クリスマス会」 
12/20 ひまわり生活介護行事 

「だるま絵付け体験」 
12/22 ひまわり調理活動「クレープ」 
12/25 ひまわり自治会「クリスマス会 
■放課後児童ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰぷくぷく（10～12 月） 
11/18 秋期短期療育（高 3生対象） 
11/24 やまびこ学園総合防災訓練参加 
■ＪＯＢプラスはんど･･････････（10～12月） 
 11/21 尾道特別支援学校 PTA事業所見学 
11/22 日帰り旅行（レオマワールド） 
■ゆめサポート・バク･･････････（10～12月） 
10/15 自衛消防訓練 
10/31 ウエス班行事（カラオケ・食事） 
11/ 1 健康診断 
11/ 6 ファーム班稲刈り        
11/ 8 インフルエンザ予防接種 
11/17 日帰り旅行（岡山ヤクルト工場見学） 
12/15 バク餅つき大会 
12/20 療育班クリスマス会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「ゼノ」Ｈｏｍｅ白雲････････（10～12月） 
10/24 バスと電車で行く、 

第 2回ラーメンツアー 
10/11 鷲羽山ハイランドでの遊園 
10/26 湯来ロッジのんびり温泉旅行 
11/10～11 大阪旅行 
11/23 島根・アクオス水族館 
11/28～29 京都旅行 
12/6～7 松山・道後温泉（青雲） 
12/13～14 岡山・瀬戸大橋温泉 
12/15～16 生口島・釣り堀 
■「ゼノ」Ｈｏｍｅ未来････････（10～12月） 
10/ 7 面会日 地域交流ＢＢＱ 
10/ 8 体育館行事 
10/17 公民館喫茶サロン参加 
10/20 個別余暇（香川） 
10/21 墓参り 
10/21 絆 避難訓練 
10/27 ウォーキング 
10/28 個別余暇（広島） 
11/ 4 面会日 みどりバザー 
11/11 サイクリング 
11/17～18 個別余暇（東京） 
11/18 個別余暇（島根） 
11/18 ソフトボール親善試合 
11/24 未来 日帰り旅行（鷲羽山） 
11/25～26 個別余暇（東京） 
12/ 8 ボウリンピック 
12/ 9 面会日 餅つき大会 
12/14 個別余暇（大阪） 
12/16 ソフトボール忘年会 
12/20 未来 避難訓練 
12/23 絆 クリスマス会 
12/24 未来 クリスマス会 
■「ゼノ」かんなべの杜････････（10～12月） 
10/11 広島県選手団(壮行式) 
10/12～16 福井しあわせ国体参加 
10/30 中村美津子コンサート(個別余暇) 
12/ 1 鞆の浦散策 
12/ 6 神勝寺温泉(個別余暇) 
12/23 クリスマス会 
■ゆめの木・わかば････････････（10～12月） 
10/10 日中部門食事会行事  
10/13 保護者懇談会 
10/15～17 沼隈特別支援学校実習（高２） 
11/13 インフルエンザ予防接種 
11/20 日中部門日帰り旅行 
11/21 尾道特別支援学校施設見学 
11/21 わかば保護者会研修旅行 in神戸 
11/28 食品部門日帰り旅行 
12/ 3 利用者健康診断 
12/ 7 がんばるＤＡＹ きょうされん署名 
12/11 自主部門忘年会 
12/20 もちつき会 
12/21 日中・受注部門クリスマス会 
■あかつき････････････････････（10～12月） 
10/ 8 のぶひろ幼稚園バザー 
10/13 日帰り旅行（大久野島） 
10/20 日帰り旅行（姫路セントラルパーク） 
11/ 3 たけひろふれ愛フェスティバル 
11/ 4 みどりバザー 
11/23 ひろしま S-1サミット本選大会 
12/ 2 くずはら祭 
12/ 7 署名・募金活動『がんばる DAY』 

■「ゼノ」なごみの家･･････････（10～12月） 
10/14 面会日  
11/ 1 きらきら会（誕生日会）  
11/ 4 面会日 
12/ 2 もちつき（面会日） 
12/21 クリスマス会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■放課後児童デイサービスセンターらいず 
･･･（10～12 月） 

10/ 8 世羅夢公園外出 
10/ 9 二胡訪問演奏と体験演奏 
10/15 サツマイモ収穫体験 
10/19  避難訓練 
10/20  ツネイシフェスティバル外出 
11/ 5 枝豆収穫体験 
11/19 避難訓練 
12/ 5   内部研修（性支援について） 
12/19 避難訓練 
12/22～1/5 冬期休暇受入 
12/24～25 らいずクリスマス会 
12/27～28 らいずもちつき大会 
■「ゼノ」Ｈｏｍｅおおぞら････（10～12月） 
10/ 7 ピザパーティー 
■「ゼノ」こばと園････････････（10～12月） 
11/01 身体の発達研修 
11/02 発達グループ遠足 
11/07 みかん狩り遠足 
11/13 制度についての学習会 
12/26 もちつき  
12/27-01/04 冬休み 
■幼保連携型認定こども園ゆめな･・（10～12 月） 
10/14 運動会 
10/16  松永東保育所 5歳児交流 
10/17 遠足（2・3・4歳児） 
10/20 ツネイシフェスティバル 

和太鼓演奏（年長） 
10/21 沼隈病院健康まつり 和太鼓演奏(年長） 
10/23  遠足（1歳児） 
10/24 交通安全教室 
     歯科健診 
10/25 医科健診 
10/27 ＪＡまつり 和太鼓演奏(年長） 
    Ｔボール教室(年中）       
10/30 広島平和学習（年長） 
11/ 2 交通安全教室 
   （ロイヤルドライビングスクール） 
11/ 4 みどりバザー  
11/ 6 消防署見学 
11/11 ひと・まち・ふくしマルシェ 

和太鼓演奏（年長） 
12/ 8 発表会 
12/18 クリスマス会コンサート 
12/19 わくわく沼南保育園（年長） 
12/21 もちつき 
12/29・31 希望者保育 
■松永東保育所････････････････（10～12月） 
10/ 6 運動会 
10/12 井上さんとの交流会 
10/16 認定こども園ゆめなとの交流会（年長児） 
10/17 音楽会 
10/21 松永学区民文化祭（年長児） 
10/22 おはなし広場 
10/23 遠足 
10/26 医科検診 
10/30 歯科検診 
11/ 4 みどりバザー（年長児） 
11/ 6 老人会とのクッキング 
11/10 JAまつり（年長児） 
11/14 焼き芋大会 
11/17 参観・講演・試食 
11/19 聴力検査（年中児） 
12/ 8 発表会 
12/12 井上さんとの交流会（年長児） 
12/18 クリスマス会 
12/19 ウィンターコンサート（ひよこ広場） 
12/20 ケーキ作り 
12/29～1/ 2 希望者保育 
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●入所系施設 
【障害児入所施設】「ゼノ」やまびこ学園児童部 
【障害者支援施設】「ゼノ」やまびこ学園成人部、「ゼノ」なごみの家 
●グループホーム 
【共同生活援助事業】 
〈沼隈地区〉 
「ゼノ」Home青雲、「ゼノ」Home白雲、「ゼノ」第 3ホーム、 
「ゼノ」あじさいホーム、「ゼノ」Homeらん、「ゼノ」第 2ホーム、 
「ゼノ」わこうどホーム、「ゼノ」さくらホーム、「ゼノ」Homeおおぞら 
「ゼノ」Home銀河、「ゼノ」Homeジュピター、「ゼノ」Home虹、 
「ゼノ」第 1ホーム、「ゼノ」第 6ホーム、「ゼノ」ホームひだまり、 
「ゼノ」Home大地、｢ゼノ｣Home太陽、｢ゼノ｣Home未来、「ゼノ」Home輝 
「ゼノ」ホームなごみ さちの里 
〈松永地区〉 
「ゼノ」Home絆、「ゼノ」Home夢、「ゼノ」Home絆結 
〈神辺地区〉 
「ゼノ」ホームたぴあ、「ゼノ」ホームゆの、「ゼノ」ホームひまわり、 
「ゼノ」ホームそよかぜ、「ゼノ」ホームせせらぎ、「ゼノ」ホームこもれび 

●居宅系事業 
【居宅介護事業】生活支援センターほほえみ、ケアサポートひなた 

●通所系施設 
【障害福祉サービス事業多機能型事業所】 

ゆめの木・わかば、ＪＯＢプラスはんど、あかつき、 
ゆめサポート・バク 

【児童発達支援センター】「ゼノ」こばと園 
【児童発達支援事業】第 2こばと園、 
【放課後等デイサービス】 

放課後児童デイサービスセンターぷくぷく、「ゼノ」こども広場まつなが 
放課後児童デイサービスセンターらいず 

【認定こども園】幼保連携型認定こども園ゆめな 
【保育所】松永東保育所 
【放課後児童健全育成事業】ゆめな学童園 
●相談支援事業 
【相談支援事業】「ゼノ」こばと園相談支援事業所 

相談支援事業所「ゼノ」からっと、相談支援事業所ほっぷ 
●その他  

【診療所】「ゼノ」診療所 

【地域公益事業】「未来
あ し た

も笑
わら

おうプロジェクト」Ｃｏｍｅ
かむ

叶夢
かむ

ハウス 


